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原発は気候変動対策として使えるか？

• CO2排出量は一面
にすぎない

•コストは？

•実現可能性は？

•安全性は？

•放射能は？
（廃棄物や被ばく労働）

•ほかの手段との
比較は？

出典：原子力文化財団



2020年7月1日
基本政策分科会
資料より

現実はどうなって
いるでしょうか？



稼働できる炉は
現在9基



東日本の原発、再稼働へ仕切り直し
女川、県議会で地元請願採択へ 柏崎刈羽は来春に工事・
検査完了

2020/10/18付 日本経済新聞

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO

65144380X11C20A0EA2000/

数年以内の稼働可能性を入れても15基
運転年数にも注意



2030年に
原発20～22％
は現実と乖離

2050年には
ほぼゼロへ

6

出典： 資源エネルギー庁「長期エネルギー需給見通し関連資料」 2015年6月

現実には



原発の発電割合は、2012年度以降ゼロ～数％



世界的にも
原発は斜陽産業

新規建設に「遅れ」

再エネへの投資が大きく上回る

The World Nuclear Industry
Status Report 2020



Ｓ＋３Ｅ？？
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資源の乏しい
わが国では

３Ｅのすべてに
おいて優れる
原子力・・

運転コストの
低廉な原子力

発電

エネルギーの
ベストミックス

・・・

（原子力は）
ゼロリスクでは
ないが可能な限
りリスクを低減
する・・・

運転時にCO2を
出さない低炭素
／非化石電源

Ｓ：安全性 Safety

E：環境
Environment Ｅ：経済性

Economic Efficiency

E：安定供給
Energy Security



1.5℃目標へ―日本の気候変動目標

•パリ協定国別目標
2030年に2013年度比で26％削減
（1990年比で18％）

•長期戦略
2050年に80％削減、今世紀後半のなるべく早期にカー
ボンニュートラルへ

＜課題＞

•いまだに原子力・石炭火力重視
（2018年第5次エネルギー基本計画）

• 先進国として不十分な削減目標

10
国連気候変動交渉では毎回多数の

「化石賞」を受賞（2019年、CAN Japan）



今後どうなる？石炭火力発電
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• 2012年以降の新規計画は50基（うち13基中止、15基は運転開
始）、
中止をのぞく設備容量は約1600万kW（原発約16基分）

•大規模高効率のものは維持・推進

•小規模非効率のものの廃止も難航

運転開始...赤
建設中...オレンジ
アセス中...黄色
計画中（将来計画を含む） ...黒
運転中止もしくは廃止...緑

出典：気候ネットワーク石炭発電所新設ウォッチ
http://sekitan.jp/plant-map/v



省エネルギー

パリ協定の
具体化

再生可能エネル
ギーの促進

世界の流れ

日本では、
再エネ＋原発が
非化石電源
2030年に44％へ

CO2が大幅に増えるが・・

「非化石電源」で相殺

日本の「気候変動政策」

石炭火力推進
「高効率化」、新増設

原発も推進
再稼働、事業環境整備、40年超運転



2020年10月13日
基本政策分科会資料より

脱炭素の名目のもとに
原発も維持・推進



本来やるべき「気候変動政策」
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一次エネルギー エネルギー転換 最終エネルギー消費

原子力

水力・
再エネ

天然ガス
都市ガス

石油

石炭

企業
事業所

輸送

家庭

発電損失

脱石炭、省エネ・再エネへ！

出典資源エネルギー庁 「エネルギー白書2019」より



温暖化で使えなくなる？原発

•冷却水を大量に使用、浸水被害や海面上昇のリスク

2019年3月20日、原子力市民委員会フォーラム「原発ゼロ時代の気候変動対策を考える」
鮎川ゆりか氏資料より http://www.ccnejapan.com/?p=9789



原発とClimate Justice

ウラン燃料
の輸入

事故時の
被害

被ばく労働

放射性
廃棄物

コスト
タイム
スパン

原発立地
と消費地

電力大量
消費構造

https://dont-nuke-the-climate.org/

クリーンでなく、安全でなく、高すぎる、遅すぎる



ふくしまミエルカプロジェクト

https://311mieruka.jp/


